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Information' s
くらしのおしらせみとよ

　近年、全国各地で大規模な地震や台風・豪
雨等の自然災害が頻発しています。
　市では、いつ起こっても不思議ではない災
害に備えて、市民の皆さんの生命と財産を守
る防災拠点として、本庁舎東側に危機管理セ
ンターを建設します。
　センターは鉄骨造３階建て延べ約2，630㎡
（制振構造）で、３階に災害発生時に主要な
役割を担う災害対策本部室が配置されます。
本庁舎前駐車場も拡張し、災害時の用水確保
のために飲料水兼用の耐震性貯水槽を設置す
るなど、市民の皆さんの安全・安心の確保に
努めます。
　また、センター１階には建設経済部、２階
には教育委員会事務局を配置するとともに、
水道局も本庁舎に集約し、市民の皆さんの利
便性の向上を図り、効率的な行財政運営を行
っていきます。

　同敷地内には車庫・倉庫（鉄骨造２階建て
延べ約880㎡）も建設されます。工事は平成
26年10月に着工、平成28年１月から供用を開
始する予定です。
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三豊市危機管理センターが建設されますお知らせ
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